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１号様式 
                             記録者   職氏名 事務局長 吉田 泉 

 

議会運営委員会記録 
 

招 集 年 月 日 平成 27年 3月 16日（月） 

招 集 の 場 所 正副議長室 

開   会 午前 11時 00分 

出 席 委 員 委員長  大橋 昭太郎 
副委員長 藤田 洋一 
委員   福田 淑子 
委員   我妻  薫 
委員   橋本 四郎  
委員   佐野 善弘 
 

欠 席 委 員 なし 

 
 

議長   吉田 眞悦 
副議長  平吹 俊雄 

 
職務のため出席 
した者の職氏名 

総務課長 伊勢 聡 
南郷病院事務長 大橋 浩二 
議会事務局長 吉田 泉 

諮 問 事 項 ・議案第 36号平成 27年度病院事業会計予算に係る正誤について 

そ の 他  

閉 会 午前 11時 07分 
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２号様式 
吉田議長 全員、議運の皆さんお揃いなんで、只今ですね教育民生のほうで病院事業会計

のほう今審査途中であります。その中で給与費の明細の本年度と前年度の対比

の部分で数字の誤りがでたということなもんですから、その処理の方法を議運

の皆さんに御相談を申し上げて対処したいというふうに思いますのでその点よ

ろしくお願いしたいと思います。あと委員長よろしくお願いします。 

大橋委員長 どうもご苦労様です。審査中大変申しわけございません。今議長の方から話さ

れたとおりでございますが、給与明細の関係で間違いが発見されたということ

で今審査中に報告がなされたところです。議会運営委員会全出席ですので委員

会は成立いたしております。副議長には委員外委員として出席をいただいてお

ります。それで事務長にですね、これから間違った箇所等について説明を求め

たいと思います。 

総務課長 本日は大変間違いがありまして、急きょ議会運営委員会を開催していただきま

してありがとうございます。大変申しわけございません。それでですね、今回

の誤りでございますが、議案第36号美里町病院事業会計予算の中のですね、389

ページでございます。議案書 389ページの下の表の欄でございます。手当の内

訳というふうにございまして、前年度とそれから比較がございまして、その中

のですね、期末手当と勤勉手当の前年度分が間違ってございました。ただしく

はですね、期末手当の前年度分が33,956千円でございます。今書いてあります

のは、22,637千円でございます。それで比較といたしましては、現在11,612千

円と書いてございますが、ただしくは 293千円でございます。それから隣の欄

に行きまして勤勉手当前年度 11,564千円と書いてございますが、ただしくは

17,346千円ございます。17,346千円でございます。比較がですね、現在 7,706

千円と書いてございますが、ただしくは 1,924千円でございます。ただしくは

1,924千円でございます。以上の誤りがございました。大変申し訳ございません

でした。以上でございます。 

大橋委員長 あの、もう一つ間違った原因...あるかと思いますので。 

総務課長 病院事務長から御説明申し上げます。 

南郷病院事務長 前年度のですね、制度改正に伴って引当金という部分ですね、期末・勤勉手当

の翌年度払いということで引当金計上、分けて計上したんですが、今年度はそ

れをちょっと分けないでですね、期末・勤勉手当に計上するということで予算

をとりまして、今年度と同じ条件で前年度も設定しなくないのでその部分で戻

しましたので、その段階で引当金分を戻さなかったということでその分がちょ

っと少なくなってしまったいうことで、引当金分を前年度も落としてますので

その分の予算措置でですね、違ってしまったという状況でございます。よろし

くお願いいたします。 
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大橋委員長 ここの部分の修正によってほかの部分に影響してくる部分があるのかどうか。 

南郷病院事務長 これ以外はございません。 

吉田議長 トータルも変わりないということ。 

南郷病院事務長 変わりないです。 

大橋委員長 何かほかに皆さんの方から聞くところがあれば。よろしいですか。（「なし」

の声あり）それで扱いをどの様にしたほうがいいかということで、議長の方か

ら。 

吉田議長 はい、それで、これ本会議での説明部分ということで、またあらたに本会議を

開いて修正しなくてはならないかのかという思いもしたんですが、県議長会の

ほうにも確認を取りまして、款項予算の中で数字は変わりないと、内部的な部

分でトータルには影響がないということだということをお話ししました。そし

てその中でですね、そういうことであれば正誤表と修正ということで、ようす

るに本会議を開いてするまででもないでしょう。今、なおさら審査中でありま

すから、そういう扱いで大丈夫でしょうということですので、まずこの中で確

認を取ってですね、そういう扱いをしていただければ一番スムーズにいくのか

なというふうに思っています。 

大橋委員長 今、ようするにシールと正誤表の対応でいいんではないかというようなことで

すが、皆さんから何かございますでしょうか。 

我妻委員 確認、上の総括の表の手当の欄は全然数字は変わってないということですね。 

南郷病院事務長 変わってないです。トータルですね。 

我妻委員 下は内訳だけどね。 

南郷病院事務長 内訳のトータルですね、退職手当組合負担金を含めた分までを手当等の合計、

全体のトータルになっています。 
我妻委員 前年度も間違いないですね。 

南郷病院事務長 そうです。はい。 

大橋委員長 ほかにございますか。よろしいですか。（「はい」の声あり）それではそういっ

たような扱いに議長、したいと思いますのでよろしくお願いします。 
吉田議長 あと、正誤表を出していただいて、あとシール対応するのかな。 

大橋委員長 とりあえず、シールを用意してきましたので。はい。 

大橋委員長 いつ。 
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吉田議長 さっそくだべね。 

大橋委員長 さっそくだな。じゃ、今休憩していると思いますので早急に行うようにお願い

いたします。 
南郷病院事務長 はい、わかりました。大変申し訳ありませんでした。 

福田委員 先に総務産建してもらって。 

吉田議長 先に今休んでもらっているから、こいず皆さん持ってきてっちゃね、総務産建

の人たち。 
平吹副議長 持ってんでねえ。 

我妻委員 どうかな。こっちは水道と病院会計… 

吉田議長 分離してっから企業会計の分ね。 

我妻委員 企業会計だけだから、おらほ議案関係ないから。 

吉田議長 ある人たちの分だけでもしてもらって。 

大橋委員長 持ってこない人は明日でも説明していただいて。 

吉田議長 そういうことで。 

大橋委員長 はい、副委員長。 

藤田副委員長 正誤表とシールということで確認しましたので、これで終ります。 
（終了 午前 11時 07分） 

 
会議の経過を記載して、相違ないことを証するため、ここに署名する。 

平成 27年 3月 16日 
 

                      議会運営委員会 
委員長  

 


